高知県産木材トレーサビリティーガイドライン

平成23年4月1日
～ガイドラインの制定にあたって～
１．背景

　近年、中国をはじめ新興国における木材需要の高まりや、ロシア材の減少などにより、国際的な木材需給は逼迫の状況にあります。

　一方、国内では、「公共建築物等における木材の利用の促進に関する法律」が制定され、国や地方公共団体が率先し、木材利用を推進することが法律で定められました。

　これには公共建築物だけに止まらず、住宅など一般建築物への木材利用の波及効果も見込まれることから、国産材の利用拡大が期待されています。

　国内の各地域では、「地域材」を利用促進するための認証制度が、平成２２年９月現在、３８都道府県で４４制度実施されています。これらの制度では、「地域材の原木・製材品へのラベリング」、「製材品の品質認証」、など様々な仕組みが構築されており、産地や品質を明らかにすることで、需要拡大に繋がっている事例もみられます。
２．経緯

　高知県では、地域材を認証する制度が構築されていませんが、高知県産材の認証に対する要請も上がってきています。そこで、県産材の利用促進やブランド化に繋げる効果を期待し、県産材トレーサビリティーの仕組みの構築に向け、平成22年度に検討委員会を立ち上げ、高知県内における制度のあり方について検討を行ってきました。

　今回、検討してきた制度は、産地を明らかにする制度であるとともに、消費者に対して木材のトレーサビリティー（生産地情報や生産履歴）を明らかにすることで、県内で産地や生産履歴の明らかな木材の供給拡大を目指すものです。

　制度を検討する過程で、徳島県や京都府など地域材認証の先進地での聞き取り調査も行ってきました。

　さらに、トレーサビリティーの仕組みを検討するため、木造住宅１棟分に使用される構造材について、木材の生産地から、製材、加工、販売、建築までの流通過程において、生産地情報や生産履歴を証明できるように木材の分別管理または木材へのラベリングも検証してきました。
３．ガイドラインの運用

　トレーサビリティー普及の一助とするため、これまでに検討してきた認証・トレーサビリティーの仕組みを、ガイドラインとしてお示しすることにしました。

　以下に掲げるトレーサビリティーの実施基準に沿って、出所の明らかな木材を供給することで、消費者のニーズに応え、需要を拡大していくことが期待されます。
　なお、現在のところ認証や審査を行う機関や規定等はありませんので、トレーサビリティーを実施しようとする事業者の皆様は、自ら責任を持って適切に制度の管理を行い、認証を行ってください。
そうした取り組みの積み重ねを踏まえて、今後「品質認証」、「認証機関の設置」や「事業者の認定」など制度の拡充を図っていきたいと考えています。
トレーサビリティーの実施基準
１．定義

　ガイドラインに示す「認証木材」と、それを取扱う事業者（以下「取扱事業者」という。）の定義は、次のとおりとします。

【 認証木材 】
(１)  　認証木材は、高知県内の森林で生育し、合法的に伐採された木材であり、高知県内で製材・加工された木材であること。また、木材の生産地から、製材、加工、販売、建築までの流通の履歴（トレーサビリティー）が把握できるものとします。
【 取扱事業者 】

(１)　　自らガイドラインに沿ってトレーサビリティーを証明し、認証木材の生産から、製材、加工、販売、建築に関わる業者が協力関係を構築することで認証木材を供給できる団体とします。
(２)    本ガイドラインに沿いトレーサビリティーを実施するにあたっては、別紙「高知県トレーサビリティー制度に関する宣言書」に必要事項を記載し、各々が保管し、消費者や関係者の求めに応じて提示できることとします。
２．認証木材の取り扱いと管理方法

　

　認証木材を取り扱う場合、入荷、保管、製材、加工、出荷の各段階において適切な管理を認証木材の分別管理表のとおり行います。また、認証木材の流通を図式化すると、別添「認証木材フロー図」のようになります。

　認証木材の証明は、伐採届や入出荷時に発行される伝票や納品書等を基に確認し、取扱事業者は別紙「高知県産木材トレーサビリティー証明書」（以下「証明書」）に以下の事項を記載することとします。

　なお、部材や樹種の種類が多いことにより、証明書にすべて記載できない場合は、伝票や納品書等を添付します。

　また、証明書は原則として流通に関与するすべての事業者が証明し、証明書と関係する伝票や納品書等を10年間保管します。
○認証木材の分別管理表

	取扱事業者
	認証木材の分別管理
	記載事項

	素材生産者
	・ 伐採地別に分別管理し出荷
	・ 生産日

・ 生産地（大字または小字まで）

・ 林齢　

・ 伐採方法（皆伐や間伐など）

・ 出荷日

・ 樹種別の出荷本数

	原木市場
	・ 認証木材は、それ以外の木材と混ざらないよう分別管理すること
	・ 入出荷日

・ 入出荷本数

	製材工場
	・ 認証木材とそれ以外の材は、別々に加工すること

・ 加工後は、認証木材以外の材と混ざらないよう分別管理すること
	・ 入出荷日

・ 樹種別入荷本数

・ 部材別出荷本数

	加工流通業者
	・ 認証木材はそれ以外の木材と混ざらないよう、分別管理すること
	・入出荷日

・部材別入出荷本数


　　※分別管理とは、認証木材を別椪で保管、又はラベリング、テープやスプレー等で表示し、管理することを指します。
３．証明書の発行

【証明書の様式】

　証明書の様式の入出荷日及び、入出荷内訳の欄は、必要に応じて適宜変更できるものとします。

【証明書の複写】

　証明書は、山側から順に発行するものとし、途中で分岐する認証木材の証明書については、原本の複写を使用します。
４．証明書の引き渡し
　
　上記の管理方法により適切に管理され、必要事項が記入された証明書は、原則として消費者へ引き渡すこととします。
